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1. コラム：戦後日本の転換点の振り返り （Japa 日本専門家活動協会 代表理事 芝原靖典） 

 

人類が約4万年前頃(更新世：氷河時代)に大陸から日本列島に到達し、旧石器時代（約35,000

年前～約 16,000 年前）を経て、氷期の終わりとともに気候が温暖化し、13,000 年続く縄文土

器製作技術を有する半定住狩猟採集社会の縄文時代（16,000 年前～2,300 年前）に移行する。 

 

そして、朝鮮半島からの稲作技術の伝来が弥生時代の幕開けとなり、大陸の律令制度が飛鳥時

代の国家体制（氏族政治からの転換）を形作った。その後も武家政権（公家政権からの転換）

の成立、江戸時代の安定（幕藩体制）、明治維新による近代化と、日本は常に外圧と内圧の相

互作用によって転換を進めてきた。そして 1945 年の｢敗戦｣が日本に根本的な変革をもたらす。 

 

敗戦後の 1945-1952 年（戦後の「第一期」と称す）は国家体制の根本的転換期である。GHQ 占

領下で日本国憲法制定（1947 年）、財閥解体、農地改革による民主化が断行された。しかし、

朝鮮戦争勃発（1950 年）により、｢朝鮮特需」が発生し、戦後復興の起爆剤となるとともに、

東西冷戦の激化によるアメリカの対日政策が「非軍事化」から「反共・再軍備」へ転換した。 

 

第二期（1952-1973 年）は、サンフランシスコ平和条約発効（1952 年 4 月 28 日）による主権

回復を起点とした「奇跡の高度経済成長時代」（年平均 10％成長）である。東海道新幹線

（1964/10/01 開業）・東京オリンピック（1964/10/10～10/24）、名神高速道路（1965/07/01

全線供用）で戦後復興を国際的にアピールした。｢三種の神器｣「3C」への大量消費社会が到来

し、農業国から工業国へと産業構造転換したが、第一次石油危機（1973 年 10 月）で終焉した。 

 

第三期（1975-1990 年）は外圧への調整・模索期である。二度の石油危機により、高度成長か

ら安定成長へ転換を迫られた。プラザ合意（1985 年）による急激な円高とバブル経済の発生、

そして、日米貿易摩擦の激化により日米構造協議が実施され、内政干渉的な外圧に翻弄された。

ベルリンの壁崩壊（1989 年）で冷戦が終結し、戦後秩序の根本的変化の到来をもたらした。 

 

第四期（1991-2010 年）はバブル崩壊による長期混迷期である。戦後日本を支えた各種神話が

崩壊し、現在に至る「失われた〇年」が始まる。その象徴的事象が「就職氷河期（1993-2005

年）」であり、非正規雇用の拡大と世代効果の固定化等、その負の遺産の影響は今もまだ続く。 

 

現在の第五期（2011 年-）はグローバル環境変化の中での新地平模索期である。東日本大震

災・福島原発事故は従来の防災概念、原子力安全神話を崩壊させ、コロナ禍は社会の脆弱性を

浮き彫りにし、気候変動は「想定外」気象を常態化させ、生成 AI は新たな変革を予感させる。 

 

これらの転換の歴史を通観すると、一つの社会システムが定着し内的矛盾を蓄積後、外的ショ

ックで新システムへ転換する構造が繰り返されている。そして、いままた、様々な矛盾（社会

実態と社会的仕組みのギャップ）が拡大・蓄積し、外的ショックも多発している。こうした時

期には目の前の表層的な事象に狼狽えることなく、事実に基づいた歴史的視座が重要である。 

補：本コラムの参考資料等は https://shikumi-gunzo.hatenablog.com/ 、バックナンバーは https://www.japa.fellowlink.jp/columnに掲載 


